
小学校第４学年社会科学習指導案

学 校 名 大船渡市立綾里小学校

対象学級 ４年（男17名 女14名 計31名）

授 業 者 教諭 市村康之

１．単元名 「水はどこから」

２．単元について

(1) 教材観

本単元は、学習指導要領第３学年及び第４学年の目標（１ 「地域の産業や消費生活の様子、）

人々の健康な生活や安全を守るための諸活動について理解できるようにし、地域社会の一員とし

ての自覚をもつようにする （３ 「地域における社会的事象を観察、調査し、地図や各種の具。」 ）

体的資料を効果的に活用し、調べたことを表現するとともに、地域社会の社会的事象の特色や相

互の関連などについて考える力を育てるようにする 」及び内容（３ 「地域の人々の生活にと。 ）

、 、 、 、って必要な飲料水 電気 ガスの確保や廃棄物の処理について 見学したり調査したりして調べ

これらの対策や事業は地域の人々の健康な生活の維持と向上に役立っていることを考えるように

する 」に基づいて設定されたものである。。

現在、水道事業による飲料水の供給は、人々の生活や工場などの産業に欠かすことのできない

ものであり、水道事業が発展してきた背景には、飲料水を安定して供給して欲しいという地域の

人々の願いがあった。本単元では、水道施設の働きやかかわる仕事の特色をとらえさせるととも

に、水道事業と「自分」「地域の人々」「環境」とのかかわりを考えさせながら、飲料水を確

保・供給するための対策や事業が計画的・協力的に進められてきたことをとらえさせることがね

らいとなる。

(2) 児童観

児童は、総合的な学習の時間において海や川について調べる活動をとおして、水資源について

の興味・関心が増してきており、水にかかわる環境保全の意識が高まってきていると思われる。

しかし、児童にとって蛇口をひねれば水が出てくるのは当然のことであり、水道事業が計画的、

協力的に進められていることを意識している児童は少ないものと思われる。そのため、現在の社

会生活においては、水が大量に使われており、生活になくてはならないものであることを実感と

してとらえさせたり、水道事業にかかわる施設や水道事業に従事している人々の工夫や努力など

について調べる具体的な活動を指導に取り入れたりしていく必要があると考える。

(3) 指導観

、 、 、本単元においては 主体的に学ぼうとする児童の意欲を高めるために 自分たちの生活の中で

大量の水が様々な目的で使われていることを実感としてとらえさせ、各自が問題意識をもって学

習にのぞめるようにさせていきたい。そのために、学校や家庭での水の使用量を具体的に調べた

り、市の一日の水の使用量などを調べたりする活動を取り入れていく。

水道施設や設備の見学の事前には、飲料水の確保・供給にかかわる全体像をとらえさせたり、

施設・設備についての知識を深めさせたりすることで、見学の目的や視点を明確にもたせたい。

また、見学の事後においては、見学で分かったことを確実に理解させるとともに 「自分 「地、 」

域の人々 「環境」とのかかわりから、水道事業について総合的にとらえさせていきたい。その」



ために、水道事業の全体像や見学先の様子を提示したり、見学後の補助資料や水道事業について

考える観点を提示したりするマルチメディア教材を見学の事前・事後において活用していきた

い。

さらに、児童が水道事業の特色や相互の関連を確実にとらえられるように、指導過程において

以下の内容を意図的に取り入れていきたい。

・水道事業について考えるために必要な事実をとらえる（以下「把握する」とする）

・水道事業における大船渡地区との共通点や相違点をとらえる（以下「比べる」とする）

・水道事業と綾里地区の人々や地域の環境とのかかわりを総合的にとらえる

（以下「まとめる」とする

学習のまとめでは 「水道ゲーム」作りを取り入れ、森林に降った雨が、家や家庭に届くまで、

の経路をまとめ、水道事業の特色や相互の関連を主体的に理解させていきたい。また、限られた

水資源を守ることが必要であり、そのために自分たちはどんなことができるのかを考えさせ、社

会の一員としての自覚をもたせるきっかけとしたい。

３．単元の指導目標

(1) 市では、地域の人々の健康な生活を保っていくために、人々の願いを生かしながら、飲料水の

確保や供給などの事業を計画的・協力的に行っていることをとらえさせる。

(2) 施設などの見学や働く人への聞き取りなどを行ったり、ゲーム作りなどの活動に取り組ませた

りする中で、飲料水の確保についての問題意識を育み、問題の解決に向けて自分なりに解決しよ

うとする気持ちを高めさせる。

４．単元の評価規準

社会的事象への関心 意欲 態度 社会的な思考 判断 観察 資料活用の技能 表現 社会的事象についての知識 理解･ ･ ･ ･ ･ ･

○飲料水の確保や供給に関 ○飲料水の確保や供給に関 ○飲料水の確保や供給と自 ○飲料水の確保や供給と自

する事業に関心をもち、 する事業について問題意 分たちの生活や産業との 分たちの生活や産業との

意欲的に調べ、考えなが 識をもち、学習の見通し かかわりを見学したり、 かかわりが分かってい

ら追求している。 をもって追求・解決して 調査したりして具体的に る。

○地域の人々の健康な生活 いる。 調べている。 ○飲料水の確保や供給に関

の維持と向上のために地 ○調べたことを基に、飲料 ○飲料水の確保や供給に関 する事業は計画的、協力

域の人々が工夫や努力、 水の確保や供給に関する する事業が計画的、協力 的に進められていること

協力していることの理解 事業は地域の人々の健康 的に進められている様子 が分かっている。

に基づいて、自分も地域 な生活の維持と向上に役 を見学したり調査したり

社会の一員として、地域 立っていることを考え、 して具体的に調べてい

の人々の願いを実現して 適切に判断している。 る。

いくために努力しようと ○見学、調査した過程や結

する。 果が分かるように表現し

ている。



５．単元指導計画（１２時間）

ねらい 学習活動 活用教材・資料段階 時間

・自分たちが１日に使っている ・手を洗うときに使う水の量を ・手を洗っている様子

水道使用量や使い方を調べ、 調べ、水道使用量について気 を映したビデオ

出 １ 水の確保についての問いや調 付いたことを話し合う。 ・水道使用量のお知ら

会 べる意欲をもつことができる ・自分たちが家庭で１日に使っ せ。

う ている水道使用量を調べる。

。・水道に対する問題意識をもつ

・学校の水道の蛇口がどこにあ ・学校ではどれくらいの水をど

るかを調べて見取り図にまと んなことに使っているか予想

め、学校での水の使われ方を する。

２ １ つかむとともに、水の使用量 ・学校の蛇口のある場所を調べ ・校舎見取り図

時 についての問いをもつことが て見取り図に記入する。

間 できる。 ・見取り図を基に水の使われ方

について話し合う。

・人口の増加やくらしの変化に ・市全体の水道使用量から、一

。よって、水道使用量が年々増 人当たりの使用量を計算する

つ えていることを理解するとと ・水の使用量の変化をグラフか

か もに、たくさんの水がどこか ら読み取り、年々使用量が増 ・市の水道使用量のグ

む ら来ているかを予想すること えているわけを考える。 ラフ

１ ができる。 ・大量の水がどこから送られて

くるのか予想する。

・共通課題を設定する。

・自分たちの使っている水は、 ・水道水がどこを通って送られ

・マルチメディア教材ダムや浄水場、配水池などを てくるのか考える。

（見学前のページ）経由して送り届けられている ・マルチメディア教材を活用し

２ １ ことを理解することができる て水道の経路を調べる。。

時 ・他地区の水道経路と比較し、

間 共通点・相違点を考える。

・学習計画を立てる。

・ダムや浄水場などの水道施設 ・マルチメディア教材を活用し

・マルチメディア教材の下調べを行い、見学の対象 て、綾里地区のダムや浄水場

（見学前のページ）調 や目的を明確にもつことがで などの水道施設の働きや設備

べ きる。 について調べる。

る ２ ・大船渡地区の水道経路、浄水

、 、場を調べ 綾里地区と比較し

水はどのような旅をして、わたしたちの
所に送られてくるのか調べよう。



共通点・相違点を見つける。

・見学で、見たい、聞きたいこ

とをまとめる。

・ダムや浄水場などの水道施設 ・事前の学習を基に、ダムや浄

４ を明確な目的や視点をもって 水場などの水道施設を見学す

時 ２ 見学し、水道施設の仕組みや る。

間 働き、働く人たちの工夫や努

力を理解することができる。

・見学のまとめをする過程をと ・マルチメディア教材を活用し

おして、飲料水の確保や供給 て、調べて分かった事実の確

・マルチメディア教材に関する事業は人々の願いを 認や不足している情報を調べ

（見学後のページ）生かしながら、計画的・協力 る。

２ 的に行われていることをとら ・水道と「自分 「地域の人々」」

深 えることができる。 「環境」とのかかわりについ

め て、調べたことを基に自分の

る 考えをまとめる。

・これまで学習してきたことや ・水道ゲームにどんなことを取、

資料、教材、話し合いから気 り入れるか、ゲームの工夫に

がついたことを基にして、水 ついて話し合う。

道ゲームを作り、学習のまと ・話し合ったことを基に、水道

１ めをする。 ゲームを完成させ、遊んでみ

る。

・それぞれのゲームのよさを話

し合う中で、自分たちや地域

の人たちとのかかわりについ

て考える。

・地域の一員として水資源を確 ・ くらしの中の水を見直そう」「

保したり、汚さないようにし 選択問題を基に、水資源に対 ・ くらしの中の水を「

たりする方法を考え、健康な する自分の意識を確認する。 見直そう」選択問題

くらしの維持と向上に役立と ・水の循環のイラストを基に水 ・水の循環のイラスト

１ うとする気持ちをもつことが 資源が有限のものであり、水

４ できる。 資源を守る必要があることを

時 とらえる。

間 ・水資源を守るために何ができ

るかを考える。



６．本時の指導【４／12時】

(1) 目標

自分たちの使っている水道の水は、ダム、浄水場、ポンプ室、配水池などを経由して送り届け

られていることを理解することができる。

(2) 具体の評価規準

評価規準 評価方法 具体の評価規準 努力を要する児童への

支援十分満足 おおむね満足

自分たちの使っ 水道経路、施設の 自分たちの使って 自分たちの使って マルチメディア教材ア ①

ている水道の水 働きが調べられた いる水道の水は、ダ いる水道の水は、ダ のイラストを基に、そ

は ダム 浄水場 か、ワークシート ム、浄水場、ポンプ ム、浄水場、ポンプ れぞれの水道施設の働、 、 、

ポンプ室、配水池 の記述内容を見 室、配水池を経由し 室、配水池を経由し きが、水の供給にどの

を経由して送り届 る。 て送り届けられてい て送り届けられてい ようにかかわっている

けられていること 他の地域との共通 ることを理解し、他 ることを理解するこ かを説明し、自分たち②

を理解することが 点・相違点を見つ の地域との共通点・ とができる。 の生活と結び付けてと

。できる。 けられたか、ワー 相違点を見つけるこ らえさせるようにする

（知識・理解） クシートの記述内 とができる。

容を見る。

(3) 展開

学習活動・予想される児童の反応 教師の支援 資料・教材等の活用 評価段階

１．綾里地区では、水道水はどこ ・水道水が送られてくる出発点 ・ﾜｰｸｼｰﾄに記入

導 から、どんな所を通って送られ と送られてくるときにどこを

入 てくるのか予想し、発表する。 通ってくるのかの二点につい

・ダムから水道管を通って て考えさせる。

・ダムから消毒する所を通って ・児童が発表したことをﾎﾜｲﾄﾎﾞ

ｰﾄﾞにまとめておき、全体で

確認するときに、予想したこ

とと、調べて分かったことと

２．学習課題を確認する。 を対比できるようにする。

５

分

３．水道水はダム、浄水場、ポン ・マルチメディア教材の操作の ・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ教材

プ室、配水池の順番で送られて 仕方を確認する。 「見学前のﾍﾟｰｼﾞ」

くることを確認する。 ステップ１（ ）個別活用

展 【把握する】 水道経路と施設の

開 ・ダム、浄水場、ポンプ室、配水 ・イラストと説明、アニメーシ 働きを理解させ、

池を通って水が送られてくる ョンから、水道経路とダム、 水道事業の全体像

・施設の働きと数を調べる 浄水場、ポンプ室、配水池の をとらえさせる。

働きをとらえさせる。

、 。家に水がとどくまでの通り道と それぞれの働きを調べよう



４．綾里地区の水道経路と施設の ・マルチメディア教材で調べた ・ﾜｰｸｼｰﾄに記入 ア－①

働きを全体で確認する。 水道経路と水道施設の主な働

きを全体で確認し、確実な理

・水道経路 解へとつなげる。

・水道施設の主な働き ・自分たちが予想していたこと

と比較させ、水を送るために

はたくさんの施設が必要であ

ることをとらえさせる。

５．綾里地区と他の地域の水道経 【比べる】 ・教科書Ｐ36挿絵の

路図を比較して、水道経路や水 ・水道経路図の施設名と施設の 水道経路図

道施設について共通点や相違点 数に着目させ、共通点や相違 ・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ教材綾里 ア－②

を考える。 点をとらえさせる。 地区の水道経路図

（共通点） ・ﾜｰｸｼｰﾄに記入

・ダム、浄水場がある

・水道経路は似ている

（相違点）

・取水ぜき、ポンプ室など、互い

の経路図にのっていない施設名

がある

６．水の旅についてもっと詳しく ・綾里地区と他の地域の水道経

調べていく方法について考え 路がほぼ共通していることか

る。 ら、綾里地区について詳しく

・見学して詳しく調べたい 調べていけば、水の旅が明ら

・パンフレットなどの資料で調べ かになっていくことを確認

たい し、詳しく調べるためには、

35 実際に見学する必要があるこ

分 とを考えさせる。

終 ８．次時は、見学するために綾里

末 地区の水道施設の下調べをする

５ ことを知る。

分

６．本時の指導【５・６／12時】

(1) 目標

水道施設の働きや設備について調べ、水道事業について考えるために必要な事実をとらえると

ともに、見学の対象や目的を明確にもつことができるようにする。



(2) 具体の評価規準

評価規準 評価方法 具体の評価規準 努力を要する児童への

支援十分満足 おおむね満足

水道施設につい 自分の興味関心に 綾里地区と大船渡 調べたことを基に 水道施設の を確ア ① 、 働き

て調べたことをも 沿ってマルチメデ 地区との水道経路や 水道施設について 見 認した上で、その働き「

とに、見学すると ィア教材を活用し 施設の共通点・相違 たい 「聞きたい」こ を維持するための「設」

きに 見たい 聞 ているか、活用の 点をとらえ、共通点 とを考えることがで 備」または「働く人の「 」「

」 、きたい」ことは何 様子を見る。 や相違点の要因を探 きる。 仕事 の二点について

かを考えることが 水道施設の働きや ろうとする視点をも 目を向けさせる。②

できる。 設備の工夫につい つことができる。

（思考・判断） て分かったことを

記入しているか様

子を観察する。

見学で「見たい」③

「聞きたい」こと

が考えられている

か、見学ノートの

記述内容を見る。

(3) 展開

学習活動・予想される児童の反応 教師の支援 資料・教材等の活用 評価段階

導 １．本時の学習課題を確認する。 ・水道施設について下調べをす

入 ることで、見学で「見たい」

３ 「聞きたい」ことを明確にす

分 ることをおさえる。

２．ダム・浄水場・ポンプ室・配 【把握する】 ・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ教材

水池について下調べをする。 ・興味・関心に沿ったマルチメ 「見学前のﾍﾟｰｼﾞ」

・施設の働きを調べる ディア教材の活用が図られる ステップ２（ ） アー①個別活用

展 ・施設の設備の工夫を調べる ように、個々のペースにあわ 各水道施設につい

開 せた活用をさせる。 て理解を深めさ

・アニメーションを使って説明 せ、見学の対象や

することで施設の働きをとら 目的を明確にもた

えやすくする。 せる。

・設備を映したビデオを取り入 ・ﾜｰｸｼｰﾄに記入

れ、設備の必要性や工夫点に

ついてとらえやすくする。

・下調べをする過程で、課題や

疑問が見つけられない児童に

ついては、マルチメディア教

材の吹き出しを参考に考えさ

見学先を調べ、見学で「見
たい 「聞きたい」ことをし」
っかりと考えよう。



せる。

３．調べたことを基に、水道施設 ・見学の目的や視点を焦点化す

の働きを支えるためにどんなこ るために、各施設の働きを支

とが必要であるか話し合う。 える努力や工夫があることに

・ダムの水がもれないように、設 目を向けさせる。

備の安全に気をつけているので

はないか。

・浄水場では、休まずに水をきれ

42 いにしたり、消毒したりしなけ

分 ればならないのではないか。

４．大船渡地区と綾里地区の水道 【比べる】 ・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ教材

経路を比較して、共通点と相違 ・綾里地区と大船渡地区の水道 「見学前のﾍﾟｰｼﾞ」

点を見つける。 経路を比較することで、基本 ステップ３( ) ア－②個別活用

展 （共通点） 的な水道経路は同じであるこ 綾里地区と大船渡

開 ・水を確保→浄水→送水の仕組み と、違っているのは水の確保 地区の水道経路の

・同じ施設がある の方法や施設の数、設備等で 共通点・相違点を

（相違点） あることをとらえさせる。 とらえさせる。

・ダム－水源

・施設の数 ・ﾜｰｸｼｰﾄに記入

・施設の設備 ・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ教材

５．大船渡第１浄水場の下調べを 【比べる】 「見学前のﾍﾟｰｼﾞ」

する。 ・綾里浄水場での浄水の仕組み ステップ３( )個別活用

・着水井→凝集池→沈殿地→濾過 と大船渡第１浄水場の浄水の 大船渡第１浄水場

池の浄水の仕組み 仕組みを比較しながら下調べ の見学の目的や視

・浄水場は水をきれいにする。 をさせることで、水をきれい 点を明確にもたせ

にする浄水場の働きの共通性 るとともに、浄水

をとらえさせる。 場の働きの共通性

をとらえさせる。

６．見学するときに 「見たい」 ・下調べをして、ワークシート ・見学ノートに記入、

「聞きたい」と思うことをまと に記述した内容が以下のよう

める。 に考えられることを説明し、

「見たい 「聞きたい」こと」

42 を考えさせる。 ア－③

分 働き→見たい

分かった→見たい

もっと知りたい→見たい、

聞きたい

終 ７．見学の日程とめあてを確認す ・綾里地区のダム→浄水場→ポ

末 る。 ンプ室→配水池。大船渡地区



の第１浄水場の順で見学する

日程と、実際に見たり、聞い

たりして学習することの大切

３ さを伝え、見学への意欲付け

分 を図る。

６．本時の指導【９・10／12時】

(1) 目標

見学して分かったこと・感じたことを整理するとともに、水道と「自分」「地域の人々」

「環境」とのかかわりを考え、水道事業についての考えを深めることができる。

(2) 具体の評価規準

評価規準 評価方法 具体の評価規準 努力を要する児童への

支援十分満足 おおむね満足

水道施設の働き 水道施設の働きや マルチメディア教 マルチメディア教 見学ノートやマルチア ①

や働いている人の 働いている人の工 材の提示する問題を 材の提示する問題を メディア教材のヒント

工夫や努力を理解 夫や努力などにつ 自分の力で解き、水 補助資料を活用しな を参考にさせながら考

することができ いて理解している 道施設の働きや働い がら解き、水道施設 えさせる。

る。 か、ワークシート ている人の工夫や努 の働きや働いている

（知識・理解） の記述内容を見 力について理解し、 人の工夫や努力を理

。る。 自分の考えをもとう 解することができる

とする。

水道と「自分」 学習したことを基 水道と「自分 「地 水道と「自分 「地 自分たちの生活に水イ ① 」 」

地域の人々 環 に、自分の考えを 域の人々 「環境」と 域の人々 「環境」と 道が欠かせないもので「 」「 」 」

境」とのかかわり もつことができて のかかわりを考え、 のかかわりについて あることを確認し、更

を考え、水道事業 いるかどうかワー 水道事業が計画的・ 考え、水道事業につ に地域の願いを受けて

についての考えを クシートの記述内 協力的に行われてい いての考えを深める 水道事業が発展してき

深めることができ 容を見る。 ることに気付くこと ことができる。 たことをマルチメディ

る。 ができる。 ア教材を活用して個別

（思考・判断） 指導する。

(3)展開

学習活動・予想される児童の反応 教師の支援 資料・教材等の活用 評価段階

導 １．学習課題を確認する。

入 ・マルチメディア教材を活用し

５ ながら、ワークシートにまと

分 めていくことを確認する。

２．学習して分かったことや見学 ・ゲーム感覚で進めることのな ・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ教材

水道についてまとめよう。



して分かったことを確認する。 いように、正解をワークシー 「見学後のﾍﾟｰｼﾞ」

展 ・水道施設の働き トに記入させていく。 ステップ１( )個別活用

開 ・設備の工夫点 ・見学ではとらえきれないこと 施設の働き、設備 ア－①

・働く人の努力 が予想される事実について、 の工夫、働く人の

マルチメディア教材を活用し 努力をとらえさせ

３．水を「ためる 「きれいに」 て事実をとらえさせる。 る。」

「送る」と「働く人」の四つの ・ﾜｰｸｼｰﾄに記入

観点に分けて、水道事業につい ・水源林については、個別で調 「見学後のﾍﾟｰｼﾞ」

て調べる。 べさせた後に、マルチメディ ステップ２( )個別活用

（ためる） ア教材が提示するビデオを一 見学ではとらえき

・ダムの貯水量 ・水源林 斉に見せ、ダムにたまる水が れない事実を補足

（きれいに） どこから来るのかをとらえさ しとらえさせる。

・水質検査 ・浄水場の設備 せる。 ・ﾜｰｸｼｰﾄに記入

（送る）

・水道管

55（働く人）

分 ・仕事の内容

４ 水道と 自分 地域の人々 【まとめる】． 「 」「 」

環境 とのかかわりを考える ・設備の工夫 働く人の努力等 ・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ教材「 」 。 、 、

（自分） 見学して実際に感じたことを 「見学後のﾍﾟｰｼﾞ」

展 ・水道があることで、安心して水 想起させながら、具体的に考 ステップ３( )個別活用

開 を飲んだり、使ったりできる。 えさせるようにする。 水道と 自分 地「 」「

（地域の人々） ・マルチメディア教材の提示す 域 「環境」との」

・地域の生活がよりよくなるよう るヒントを参考に考えさせ かかわりを考えさ イ－①

に水道が使われるようになって る。 せる。

きた。 ・ﾜｰｸｼｰﾄに記入

（環境）

・昔は水不足や洪水に悩まされて

25 きたので、ダムができ、安心し

分 て生活できるようになった。

終 ５．水道について調べた中で、特 ・調べてみて感じた 驚き 新「 」「

末 に伝えたいと思うことを発表し しい発見」を発表させる。

合う。

６．次時は、学習したことを基に ・水源林から家庭に水が届くま

５ して「水道ゲーム」を作ること でを表す水道ゲームを作るこ

分 を知る。 とを知らせる。


